
サーバ設置申請書  

                平成  年  月  日 

ネットワーク部長 殿 

  ポート番号の登録について、次の通り申し込みます。 

1. 新規・変更・取消・継続・追加 

2. 申請者(本学の教職員) 

   所属： 

   職名： 

   氏名： 

   E-mailアドレス： 

   室名(内線)：        (        ) 

3. 機器管理者1 

    所属： 

   学年： 

   氏名： 

   E-mailアドレス： 

   内線： 

   機器管理者2 

    所属： 

   学年： 

   氏名： 

   E-mailアドレス： 

   内線： 

4. サーバ1 (2つ以上ある場合は末尾に追加してください) 

   設置部屋番号(内線)： 

   ホスト名（ドメイン名を含める）： 

   ※ 同じIPアドレスに複数のホスト名（学外ドメインを含む）を割り当てている場合はすべて記入してください 

   IPアドレス： 

    MACアドレス： 

   OS： 

   サーバ: (※ カッコ[]内から空けたいポートを選んでください．) 

 a. WWWサーバ  [ 80/tcp, 8080/tcp, 443/tcp ] (注a) 

 b. SSHサーバ  [ 22/tcp ] (注b) 

 c. Mailサーバ (注c) 

  c.1 SMTPサーバ [ 25/tcp,  465/tcp, 587/tcp ](注c1) 

  c.2 POPサーバ  [ 110/tcp, 995/tcp ] 

  c.3 IMAPサーバ [ 143/tcp, 993/tcp ] 

 d. DNSサーバ  [53/tcp,udp ] (注d) 

        ゾーン名(                   )  ※必ず記入してください 

 e. その他 (サーバ名, ポート番号/プロトコルのリスト) 

     (注a). SSL暗号化通信を設定している場合は 443/tcpを選択してください． 

     (注b)．パスワード認証は使わずに, 公開鍵認証等，より安全なものを利用してください 

          (注c). SMTP,POP,IMAPの中から必要なサーバを選択してください． 

    SSL暗号化通信を設定している場合は465/tcp,995/tcp,993/tcpをそれぞれ 

       選んでください． 

     (注c1)．メール中継の設定(Open relayしない)に注意して下さい． 

     (注d)．オープンリゾルバ問題(https://imc.tut.ac.jp/wiki/Network/FAQ参照)により， 

DNSサーバの申請が必要になりました(2015.1月). 

ただし，DNSキャッシュサーバについては申請の必要はありません. 

   アプリケーション:(※ f,gについてはポート番号の記入は不要です．) 

 f. Polycom 

 g. iChatAV 

 h.その他 

      アプリケーション名 ポート番号/プロトコルのリストまたはポートの範囲： 

        例: XXXXXX  21(tcp), 8080(tcp), 16384-16403(udp) 

--------------------------------------------------------------------------- 

例：研究室独自運用のサーバでWebページを学外に公開していたり,メールの送受信を 

している場合は，サーバ:a,cとc1～c3のいずれか，および[ ]内の開けたいポートだけを 

残し、不要なポートや、例や注意書きなど余分な記述を削除して申請してください 

--------------------------------------------------------------------------- 

 

5. アクセス管理およびコンテンツ管理に関する承諾 

  ・申請者は当該サーバを経由して学外者が大学内限定資源（電子ジャーナルなど）に 

   アクセスすることのないよう適切に管理します  （ はい ・ いいえ ） 

  ・申請者は当該サーバを利用して，公序良俗・法令に反する行為およびその他大学の 

   名誉を損する行為を行うことのないよう適切に管理します  （ はい ・ いいえ ） 

6. SSHサーバ設置における確認 

  ・申請者はSSHパスワード総当たり攻撃への対策を完了している  （ はい ・ いいえ ） 

   ※SSHサーバを設置する場合のみお答え下さい． 

   ※SSHパスワード総当たり攻撃への対策については，下記のURLを参照して下さい． 

    https://imc.tut.ac.jp/wiki/Network/FAQ 


